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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッドであって、
　第１の硬度を有する第１の材料を含む打撃フェース部材であって、後面を含む前記打撃
フェース部材と、
　第２の硬度を有する第２の材料を含む後方ウェイト部材であって、前面を含む前記後方
ウェイト部材と、を備え、
　前記後方ウェイト部材の前記前面および前記打撃フェース部材の前記後面は、互いに向
き合っており、それらの間に空間を画定しており、
　前記アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッドは、
　　第３の硬度を有する第３の材料を含む少なくとも１つの弾性部材であって、前記空間
に位置している前記少なくとも１つの弾性部材と、
　　前記空間内に配置され、前記前面および前記後面のうちの少なくとも１つと接触する
少なくとも１つの係合部材と、をさらに備え、
　前記第３の硬度は、前記第１の硬度および前記第２の硬度よりも小さく、
　前記少なくとも１つの係合部材は、前記空間内で前記後面と前記前面との間の方向に延
びて前記打撃フェース部材と前記後方ウェイト部材との間で前記空間の圧縮率を制限する
少なくとも３つの分離された支持構造を画定し、
　前記少なくとも３つの分離された支持構造は、（ａ）前記少なくとも３つの分離された
支持構造の付近にある低圧縮率の区域と、（ｂ）前記少なくとも３つの分離された支持構
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造から離れて位置する高圧縮率の区域と、に前記空間を分割し、
　前記高圧縮率の区域は、前記低圧縮率の区域よりも高い圧縮率を有し、
　前記少なくとも３つの分離された支持構造は、前記ゴルフ・クラブ・ヘッドの重心が前
記少なくとも３つの分離された支持構造によって画定される周辺部内に位置するように前
記重心に対して配置されており、
　前記少なくとも１つの弾性部材は、前記後方ウェイト部材の前記前面と前記打撃フェー
ス部材の前記後面との間の前記空間内に配置され、少なくとも前記高圧縮率の区域内に位
置し、
　前記少なくとも１つの弾性部材は、前記高圧縮率の区域が前記打撃フェース部材に接触
するゴルフ・ボールから力を受けるとき、前記高圧縮率の区域内で前記後面と前記前面と
の間の前記空間の圧縮率を許容するように圧縮可能である、
　アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記フェース部材に固定的
に接続される、請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記ウェイト部材に固定的
に接続される、請求項１または２に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記フェース部材と一体に
、前記フェース部材と同じ材料から形成される、請求項１から３のいずれか一項に記載の
アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記ウェイト部材と一体に
、前記ウェイト部材と同じ材料から形成される、請求項１から４のいずれか一項に記載の
アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの弾性部材の外側周辺部側面は、（ａ）目に見え、前記後面と前記
前面との間に位置しており、（ｂ）少なくとも前記アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・
ヘッドの上部縁部、トウ縁部、およびソール縁部の周りを連続的に延びる、請求項１から
５のいずれか一項に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの弾性部材は、前記前面と前記後面の両方と接触する、請求項１か
ら６のいずれか一項に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの弾性部材は、前記前面と前記後面の両方に取り付けられる、請求
項７に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項９】
　前記少なくとも３つの分離された支持構造は、３つの分離された支持構造を構成し、
　前記３つの分離された支持構造は、前記打撃フェースの前記後面と前記後方ウェイト部
材の前記前面との間で延びて前記後面と前記前面とを直接接続する、請求項１から８のい
ずれか一項に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１０】
　前記少なくとも３つの分離された支持構造は、３つの分離された支持構造を構成する、
請求項１から８のいずれか一項に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１１】
　前記少なくとも３つの分離された支持構造は、少なくとも３つの分離された支持構造を
構成し、
　前記少なくとも３つの分離された支持構造は、前記打撃フェースの前記後面と前記後方
ウェイト部材の前記前面の間で延びて前記後面と前記前面とを直接接続する、請求項１か
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ら８のいずれか一項に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１２】
　前記第３の材料の弾性率は、前記第１の材料および前記第２の材料の各々の弾性率より
も小さく、
　前記第３の材料の前記弾性率は、前記３つの分離された支持構造を構成する材料の弾性
率よりも小さい、請求項１０に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１３】
　前記少なくとも３つの分離された支持構造は、４つの分離された支持構造を構成する、
請求項１から８のいずれか一項に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１４】
　前記４つの分離された支持構造は、前記打撃フェースの前記後面と前記後方ウェイト部
材の前記前面との間で延びて前記後面と前記前面とを直接接続する４つの分離された支持
構造を構成する、請求項１３に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの弾性部材は、前記少なくとも３つの分離された支持構造および前
記低圧縮率の区域を囲むように配置されている、請求項１から１４のいずれか一項に記載
のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１６】
　アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッドであって、
　第１の硬度を有する第１の材料を含む打撃フェース部材であって、後面を含む前記打撃
フェース部材と、
　第２の硬度を有する第２の材料を含む後方ウェイト部材であって、前面を含む前記後方
ウェイト部材と、を備え、
　前記後方ウェイト部材の前記前面および前記打撃フェース部材の前記後面は、互いに向
き合っており、それらの間に空間を画定しており、
　前記アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッドは、
　　第３の硬度を有する第３の材料を含む少なくとも１つの弾性部材であって、前記空間
に位置している前記少なくとも１つの弾性部材と、
　　前記空間内に配置され、前記前面および前記後面のうちの少なくとも１つと接触する
少なくとも１つの係合部材と、をさらに備え、
　前記第３の硬度は、前記第１の硬度および前記第２の硬度よりも小さく、
　前記少なくとも１つの係合部材は、前記空間内で前記後面と前記前面との間の方向に延
びて前記打撃フェース部材と前記後方ウェイト部材との間で前記空間の圧縮率を制限する
少なくとも２つの分離された支持構造を画定し、
　前記少なくとも２つの分離された支持構造は、（ａ）前記少なくとも２つの分離された
支持構造の間に位置する低圧縮率の区域と、（ｂ）前記少なくとも２つの分離された支持
構造から離れて位置する高圧縮率の区域と、に前記空間を分割し、
　前記高圧縮率の区域は、前記低圧縮率の区域よりも高い圧縮率を有し、
　前記少なくとも２つの分離された支持構造は、前記ゴルフ・クラブ・ヘッドの重心が前
記少なくとも２つの分離された支持構造の間に位置する前記低圧縮率の領域内に位置する
ように前記重心に対して配置されており、
　前記少なくとも１つの弾性部材は、前記後方ウェイト部材の前記前面と前記打撃フェー
ス部材の前記後面との間の前記空間に配置され、少なくとも前記高圧縮率の区域内に位置
し、
　前記少なくとも１つの弾性部材は、前記高圧縮率の区域が前記打撃フェース部材に接触
するゴルフ・ボールから力を受けるとき、前記高圧縮率の区域内で前記後面と前記前面と
の間の前記空間の圧縮率を許容するように圧縮可能である、
　アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１７】
　前記少なくとも２つの分離された支持構造は、２つの分離された支持構造を構成する、
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請求項１６に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの弾性部材の外側周辺部側面は、（ａ）目に見え、前記後面と前記
前面との間に位置しており、（ｂ）少なくとも前記アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・
ヘッドの上部縁部、トウ縁部、およびソール縁部の周りを連続的に延びる、請求項１６ま
たは１７に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
【請求項１９】
　前記打撃フェース部材上にスコアラインをさらに備え、
　前記少なくとも２つの分離された支持構造は、前記スコアラインと平行な線に沿って配
置される、請求項１６から１８のいずれか一項に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラ
ブ・ヘッド。
【請求項２０】
　前記少なくとも２つの分離された支持構造は、直線的に配置される３つの分離された支
持構造を構成する、請求項１６に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１５年５月２８日に出願された「Ｉｒｏｎ－Ｔｙｐｅ　Ｇｏｌｆ　Ｃｌ
ｕｂｓ　ａｎｄ　Ｇｏｌｆ　Ｃｌｕｂ　Ｈｅａｄｓ」という名称の米国特許出願第１４／
７２４，０２４号の優先権を主張するものである。米国特許出願第１４／７２４，０２４
号は、その全体が、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、一般にゴルフ・クラブおよびゴルフ・クラブ・ヘッドに関し、より詳細には
、アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブおよびゴルフ・クラブ・ヘッドに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ゴルフ・クラブは、ゴルフの試合において使用されるために、当技術分野でよく知られ
ている。アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブは一般に、キャビティ・バック構成、マッス
ル・バック構成、またはブレード・タイプ構成を有する。アマチュア・ゴルファーは一般
に、ペリメーター・ウェイティング搭載キャビティ・バック・クラブを好むが、それは、
フェースの中心近くを叩かないとき、より良いショットを生む傾向があるからである。ブ
レード・タイプのアイアンは一般に、プロ・ゴルファーおよび高いスキル・レベルのゴル
ファーによって好まれるが、それは、ゴルフ・ボールのフェース中心を叩いたときは、よ
り良い感触を提供し、フェースの中心を叩かなかったときはより良いフィードバックを提
供するからである。ブレード・タイプのアイアンは、ゴルファーが、さまざまなタイプの
スピンをボールに加えることによって、ショットをより容易に作ることも可能にするが、
キャビティ・バック・アイアンは、ショットを作る能力を低減または最小化する。
【０００４】
　「ペリメーター・ウェイティング搭載」アイアンとしても知られる、キャビティ・バッ
ク・アイアン・タイプのクラブ・ヘッドは、クラブ・ヘッドの後面の周囲にマスの集中を
有することが知られている。このマスの集中は一般的に、クラブ・フェース周辺部から後
方に突出し、クラブ・ヘッドの後面の大部分を含む後方空洞を実質的に囲む、隆起した、
リブのような、ペリメーター・ウェイティング要素の中にある。クラブ・ヘッドの中心か
ら離れてクラブ・フェースの後ろにかなりの量のマスを配置することに加えて、リブのよ
うなペリメーター・ウェイティング要素は、空洞領域におけるフェース厚さの減少を補償
する構造補強材として作用する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　以下は、本発明の基本的な理解およびそのさまざまな特徴をもたらすために、本発明の
態様の全体的な概要を示す。本概要は、決して本発明の範囲を制限することを意図するも
のではなく、以下に続くより詳細な説明の全体的な概要および文脈を提供するにすぎない
。
【０００６】
　本発明の態様によれば、アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッドは、ボール・イン
パクト時にマスダンピング（ｍａｓｓ－ｄａｍｐｉｎｇ）効果をもたらす接続構造または
係合構造と１つまたは複数の弾性部材を通して少なくとも部分的に係合される打球フェー
ス部材と後方ウェイト部材とを備えてよい。
【０００７】
　いくつかのより具体的な例として、本発明の態様は、（ａ）第１の硬度を有する第１の
材料を含む打球フェース部材であって、後面を有するフェース部材と、（ｂ）第２の硬度
を有する第２の材料を含む後方ウェイト部材であって、前面を有し、ウェイト部材の前記
前面と前記フェース部材の前記後面が互いに対抗し、それらの間に空間を画定する、ウェ
イト部材と、（ｃ）第３の硬度を有する第３の材料を含む少なくとも１つの弾性部材と、
（ｄ）前記空間内に配置され、任意選択で前記前面および前記後面のうちの少なくとも１
つと接触する少なくとも１つの係合部材とを含むアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘ
ッドに関する。これらのゴルフ・クラブ・ヘッドは、任意の所望の数および／または組み
合わせで、以下の性質および／または特徴、すなわち、（ａ）少なくとも１つの弾性部材
がフェース部材および後方ウェイト部材よりも実質的に大きな圧縮率を示すように、第３
の硬度は、第１の硬度および／または第２の硬度よりも小さくてよい、（ｂ）少なくとも
１つの係合部材は、フェース部材とウェイト部材との間で圧縮率を制限する少なくとも３
つの分離された支持領域を空間内に画定してよく、この少なくとも３つの分離された支持
領域は、低圧縮率の区域および高圧縮率の区域に空間を分割してよく、高圧縮率の区域は
、前記低圧縮率の区域よりも大きい圧縮率を有している、（ｃ）弾性部材は、ウェイト部
材とフェース部材との間に配置され、少なくとも前記高圧縮率の区域内に（任意選択で、
少なくとも１つの係合部材の四方に）位置してもよい、のうちの１つまたは複数を含んで
よい。
【０００８】
　いくつかのさらなる潜在的な特徴として、係合部材は、以下の性質または特徴、すなわ
ち、少なくとも１つはフェース部材に固定的に接続されてよい、少なくとも１つはウェイ
ト部材に固定的に接続されてよい、少なくとも１つはフェース部材と一体に、フェース部
材と同じ材料から形成されてよい、および／または少なくとも１つはウェイト部材と、ウ
ェイト部材と同じ材料から一体に形成されてよい、のうちの１つまたは複数を含んでよい
。いくつかの例では、係合部材は、弾性部材と係合されてよい。
【０００９】
　追加または代替として、必要に応じて、ウェイト部材は、弾性部材内に閉じ込められて
いる１つまたは複数のウェイト構成要素を備えてよい。いくつかのより具体的な例として
、必要に応じて、ウェイト構成要素は、弾性部材の第３の材料内に埋め込まれた、弾性部
材内に形成された（および任意選択で、接着剤、機械的コネクタなどを用いてその中に固
着された）チャンバまたは凹部に嵌入するなどの、１つまたは複数の部品（たとえば、タ
ングステン、鉛、タングステン含有材料、または鉛含有材料などから作製される）を含ん
でよい。
【００１０】
　弾性部材は、フェース部材のウェイト部材および／または後面の前面の一方または両方
と接触してよいおよび／またはこれに取り付けられてよい。任意選択で、弾性部材は、２
つ以上の分離された弾性部材構成要素を構成してよい。２つ以上の弾性部材構成要素が存
在するとき、各弾性部材構成要素は、ウェイト部材の前面および／またはフェース部材の
後面と接触してもよいおよび／またはこれに取り付けられてよい。
【００１１】



(6) JP 6632003 B2 2020.1.15

10

20

30

40

50

　少なくとも１つの係合部材は、少なくとも３つ、４つ、またはさらに多くの接続ポイン
ト支持部を構成してよく、各接続ポイント支持部は、少なくとも３つ、４つ、またはさら
に多くの分離された支持領域のうちのそれぞれの支持領域を形成する。３つ以上の接続ポ
イント支持部は、直線状、三角形状、方形もしくは矩形状、別の多角形状、および／また
は、他の任意の所望の形状で配置されてよい。いくつかの例示的な構造では、ゴルフ・ク
ラブ・ヘッド・フェース部材は、その前面上にスコアラインまたは溝を含んでよく、分離
された支持領域のうちの少なくとも３つは、スコアライン／溝と実質的に平行な一直線上
に実質的に配置されてよい。
【００１２】
　本発明の少なくともいくつかの例によれば、弾性部材の第３の材料の弾性率は、（打球
フェース部材の）第１の材料および（後方ウェイト部材の）第２の材料のうちの１つまた
は複数の（および任意選択で、その各々の）弾性率よりも小さく、３つ以上の接続ポイン
ト支持部を構成する材料の弾性率よりも小さい。いくつかの例では、３つ以上の接続ポイ
ント支持部を構成する材料の弾性率は、第３の材料の弾性率の少なくとも５００倍である
。追加または代替として、第３の材料は、少なくとも３つの分離された支持領域よりも圧
縮可能であってよい。
【００１３】
　別の例として、本発明のいくつかの例によるアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッ
ドは、（ａ）第１の硬度を有する第１の材料を含む打球フェース部材であって、後面を有
するフェース部材と、（ｂ）第２の硬度を有する第２の材料を含む後方ウェイト部材であ
って、前面を有し、前面と後面は互いに概して対向し、それらの間に空間を有する、ウェ
イト部材と、（ｃ）第３の硬度を有する第３の材料を含む少なくとも１つの弾性部材と、
（ｄ）空間内に配置され、任意選択で、前面および後面のうちの少なくとも１つと接触す
る少なくとも１つの係合部材とを含んでよい。これらのゴルフ・クラブ・ヘッドは、任意
の所望の数および／または組み合わせで以下の性質および／または特徴、すなわち、（ａ
）少なくとも１つの弾性部材がフェース部材および後方ウェイト部材よりも実質的に大き
な圧縮率を示すように、第３の硬度は、第１の硬度および第２の硬度よりも小さくてよい
、（ｂ）少なくとも１つの係合部材は、フェース部材とウェイト部材との間で圧縮率を制
限する少なくとも２つの分離された支持領域を空間内に画定してよく、この少なくとも２
つの分離された支持領域は、低圧縮率の区域および高圧縮率の区域に空間を分割してよく
、高圧縮率の区域は低圧縮率の区域よりも大きい圧縮率を有してよい、（ｃ）弾性部材は
、ウェイト部材とフェース部材との間に配置され、少なくとも高圧縮率の区域内に位置し
てもよい、のうちの１つまたは複数を含んでよい。
【００１４】
　この例では、少なくとも１つの係合部材は、２つ（またはそれ以上）の接続ポイント支
持部を構成してよく、各接続ポイント支持部は、少なくとも２つの分離された支持領域の
それぞれを形成する。弾性部材の第３の材料の弾性率は、（それぞれ、フェース部材およ
び後方ウェイト部材の）第１の材料および第２の材料の各々の弾性率よりも小さくてよく
、第３の材料の弾性率は、２つの接続ポイント支持部を構成する材料の弾性率よりも小さ
くてよく、および／または第３の材料は、少なくとも２つの分離された支持領域よりも圧
縮可能であってよい。
【００１５】
　本発明の本態様による構造は、フェース部材、後方ウェイト部材、係合部材、および／
または弾性部材のための、上記で説明されたさまざまな特徴、選択肢、または変形形態の
いずれかも含んでよい。１つのより具体的な例として、必要に応じて、この例示的なゴル
フ・クラブ・ヘッドのフェース部材は、その上にスコアラインまたは溝を含んでよく、少
なくとも２つの分離された支持領域が、スコアライン／溝と実質的に平行なラインに沿っ
て配置されてよい。
【００１６】
　添付の図面を考慮して以下の詳細な説明を参照することによって、本発明およびそのい
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くつかの利点をより完全に理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１Ａ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドの背面斜視図で
ある。
【００１８】
【図１Ｂ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドの背面図である
。
【００１９】
【図１Ｃ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのヒール側側面
図である。
【００２０】
【図１Ｄ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウ側側面図
である。
【００２１】
【図１Ｅ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドの上面図である
。
【００２２】
【図１Ｆ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドの底面図である
。
【００２３】
【図１Ｇ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００２４】
【図１Ｈ】本発明のいくつかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドの背面図である。さまざ
まな選択肢または特徴が強調されている。
【図１Ｉ】本発明のいくつかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドの背面図である。さまざ
まな選択肢または特徴が強調されている。
【００２５】
【図２Ａ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００２６】
【図２Ｂ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００２７】
【図３Ａ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００２８】
【図３Ｂ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００２９】
【図４Ａ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００３０】
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【図４Ｂ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００３１】
【図４Ｃ】係合構造または接続構造の一部として設けられて隆起したリブの区域内の、本
発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのトウまたはヒール側の拡大
側面図である（この図は、隆起したリブ要素を通る断面図に相当することもできる）。
【００３２】
【図５】本発明のいくつかの例による別の例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドの背面図であ
る。
【００３３】
【図６】本発明のいくつかの例による別の例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドの背面図であ
る。
【００３４】
【図７】本発明のいくつかの例による別の例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドの背面図であ
る。
【００３５】
【図８Ａ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのアセンブリお
よび部品を示す図である。
【図８Ｂ】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのアセンブリお
よび部品を示す図である。
【００３６】
【図９】本発明のいくつかの例による例示的なゴルフ・クラブ・ヘッドのアセンブリおよ
び部品を示す図である。
【００３７】
【図１０Ａ】接触点または接続ポイントの異なるセットおよび配置を有する、本発明のい
くつかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドを示す図である。
【図１０Ｂ】接触点または接続ポイントの異なるセットおよび配置を有する、本発明のい
くつかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドを示す図である。
【図１０Ｃ】接触点または接続ポイントの異なるセットおよび配置を有する、本発明のい
くつかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドを示す図である。
【図１１Ａ】接触点または接続ポイントの異なるセットおよび配置を有する、本発明のい
くつかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドを示す図である。
【図１１Ｂ】接触点または接続ポイントの異なるセットおよび配置を有する、本発明のい
くつかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドを示す図である。
【図１２】接触点または接続ポイントの異なるセットおよび配置を有する、本発明のいく
つかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドを示す図である。
【図１３】接触点または接続ポイントの異なるセットおよび配置を有する、本発明のいく
つかの例によるゴルフ・クラブ・ヘッドを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　添付の図面は必ずしも一定の縮尺で描かれているとは限らないことを読者にアドバイス
する。
【００３９】
　本発明によるさまざまな例示的な構造の以下の説明では、本発明の一部を形成し、本発
明によるさまざまな例示的なゴルフ・クラブ・ヘッド、ゴルフ・クラブ・ヘッドの部品、
およびゴルフ・クラブ構造を例として示す、添付の図面を参照する。さらに、本発明の範
囲から逸脱することなく、部品および構造の他の具体的な配置が利用されてよく、構造お
よび機能上の修正がなされてよいことを理解されたい。また、「上」、「下（底）」、「
前面」、「背面」、「後方」、「側面」、「下側」、「オーバーヘッド」などの用語が、
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本発明のさまざまな例示的な特徴および要素について説明するために本明細書で使用され
ることがあるが、これらの用語は、本明細書では便宜上、たとえば、図に示される向きお
よび／または一般的な使用法における向き（たとえば、アドレスの向き、「標準的な」向
きの位置における向き（たとえば、ＵＳＧＡルールの遵守を決定するための測定がなされ
るクラブ・ヘッドの向き））の例に基づいて使用される。本明細書では、いずれも、本発
明の範囲に含まれるために構造の特定の３次元的向きまたは空間的向きを必要とすると解
釈されるべきではない。
【００４０】
　図１Ａから図１Ｇは、第１の例示的なアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド１０
０のさまざまな図を提供する。この例示的なクラブ・ヘッド１００は、（たとえば、シャ
フトと係合するための）ホーゼル部材１０２と、打球フェース１０４と、後方周辺部ウェ
イト１０６（クラブ・ヘッド構造１００内の後方空洞区域１０８（すなわち「キャビティ
・バック」構造）を少なくとも部分的に画定する）とを含む。打球フェース１０４は、平
坦プレート構造または他の所望の構造（たとえば、クラブ・ヘッド１００のヒール側で延
びてホーゼル１０２またはホーゼル１０２の一部分を形成する平坦な打球フェース・プレ
ートなど）を有してよい打球フェース部材１１０の前面を構成する。打球フェース部材１
１０は、スチール、ステンレス鋼、チタン、および／または従来から知られており、ゴル
フ・クラブ・アイアン構造において使用される他の１つもしくは複数の金属材料もしくは
金属合金材料を含む、任意の所望の１つまたは複数の材料から作製されてよい。また、打
球フェース部材１１０は、１つの部品から作製されてもよいし、（たとえば、溶接または
他の溶着技法によって、接着剤またはセメントによって、１つまたは複数の機械的コネク
タ（たとえば、ねじ、ボルトなど）によって、など）互いに係合される２つ以上の構成要
素からなる部品から作製されてもよい。打球フェース部材１１０は、鍛造、鋳造、スタン
ピング、および／またはゴルフ・クラブ技術において従来から知られており使用される方
法を含む他の方法で、形成されてよい。
【００４１】
　図１Ａ～図１Ｇに示すように、この図示の例では、隆起したリブ要素１１２は、打球フ
ェース部材１１０の後面１１０ｒから後方に延びる（打球面１０４の反対側の主要面１１
０ｒから後方に延びる）。この隆起したリブ要素１１２は、打球フェース部材１１０が（
たとえば、鋳造、鍛造、スタンピングなどによって）形成されるとき、打球フェース部材
１１０の一部として一体に形成されてもよいし、別個のステップにおいて（たとえば、溶
接または他の溶着技法によって、接着剤またはセメントによって、１つまたは複数の機械
的コネクタ（たとえば、ねじ、ボルトなど）によって、など）打球フェース部材１１０の
後面１１０ｒと係合された分離された部品であってもよい。この図示の例では、隆起した
リブ要素１１２は、半円筒形で、たとえば半円断面で、打球フェース部材１１０の後面１
１０ｒから後方に突出する。以下でより詳細に説明するように、他の隆起したリブ要素１
１２の形状が利用されてよい。
【００４２】
　この例示的なクラブ・ヘッド構造１００は、クラブ・ヘッド構造１００の後部に設けら
れた別個の部品として後方ウェイト要素１２０をさらに含む。後方ウェイト要素１２０は
、打球フェース部材１１０の後ろに後面を設け、周辺部ウェイト１０６を形成する大きな
リング部材を含む。いくつかの例では、後方ウェイト要素１２０の周辺部ウェイト１０６
構造の内部の面１０８ａは、後方ウェイト要素１２０の一部（たとえば、空洞１０８が後
方ウェイト要素１２０を通って完全に延びないように後方ウェイト要素１２０の前壁部を
構成する薄いプレートの露出面）を構成してよい。しかしながら、他の例では、面１０８
ａは、（たとえば、後方ウェイト要素１２０が周辺部ウェイト１０６内部の空洞１０８に
貫通穴を含むように）クラブ・ヘッド構造１００の別の部品の露出面を構成してよい。別
の選択肢として、必要に応じて、後方ウェイト要素１２０内の空洞１０８の一部分は貫通
穴を形成してよく、空洞１０８の別の部分は後方ウェイト要素１２０の一部によって封鎖
されてよい。後方ウェイト要素１２０は、スチール、ステンレス鋼、チタン、または他の
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金属材料もしくは金属合金材料、ポリマー材料、繊維強化高分子材料、および／または従
来から知られておりゴルフ・クラブ・アイアン構造において使用される材料を含む、任意
の所望の１つまたは複数の材料から作製されてよい。後方ウェイト要素１２０は、要素１
２０のウェイトを増加させるために、鉛、タングステン、および／または他の高密度材料
も含有してよい。また、後方ウェイト要素１２０は、１つの部品から作製されてもよいし
、（たとえば、溶接または他の溶着技法によって、接着剤またはセメントによって、１つ
または複数の機械的コネクタ（たとえば、ねじ、ボルトなど）によって、など）互いに係
合される２つ以上の構成要素からなる部品から作製されてもよい。
【００４３】
　図１Ａ～図１Ｇは、打球フェース部材１１０と後方ウェイト要素１２０との間に設けら
れた１つまたは複数の弾性部材１３０をさらに示す。弾性部材１３０は、たとえば、天然
ゴム材料もしくは合成ゴム材料、ポリウレタン系エラストマー、シリコーン材料、および
／または１つもしくは複数の他のエラストマー材料からも作製されてよいが、部材１３０
は、フォーム材料または他のゴム状材料などのさまざまなタイプの弾性ポリマーを含む、
異なるタイプの弾性材料から作製されてもよい。いくつかのより具体的な例では、弾性部
材１３０は熱可塑性（ＴＰＥ）加硫物であってよい。さらに、弾性部材１３０は、弾性部
材１３０が、加えられた力に応じて圧縮され、その力が取り除かれたまたは十分に弛緩さ
れたとき、その前の（圧縮されていない）状態に戻るように、弾性を有してよい。弾性部
材１３０は、何らかのエネルギー損失（およびしたがって、マスダンピング効果）が、圧
縮されていない状態への復帰に関連付けられるように、粘弾性も有してよい。弾性部材１
３０は、フェース部材１１０および／または後方ウェイト部材１２０の材料の強度／硬度
よりも低い強度または硬度を有してよく、これらよりも十分に低くてよい。いくつかの例
では、弾性部材１３０は、約７０ショアＡから約７０ショアＤの硬度を有してよい。硬度
は、たとえば、ショアデュロメータを用いてＡＳＴＭ　Ｄ－２２４０または別の適用可能
な検査を使用することによって決定されてよい。
【００４４】
　図１Ａ～図１Ｇの図示の例では、後方ウェイト部材１２０は、フェース部材１１０とゴ
ルフ・ボールとの間の、たとえば打球フェース１０４に対する、インパクトから、伝達さ
れたエネルギーおよび／または運動量を受け取るように、ならびに弾性部材１３０を選択
的に圧縮するように構成される。後方ウェイト部材１２０は、少なくとも部分的に、フェ
ース部材１１０の材料よりも重いおよび／またはより密度の高い材料から作製されてよく
、後方ウェイト部材１２０は、ヘッド１００の全重量の約３０～９０％（およびいくつか
の例では、ヘッド１００の全重量の約４０％から約７５％）を占めてよい。後方ウェイト
部材１２０は、後方ウェイト部材１２０とフェース部材１１０との間での弾性部材１３０
のこの選択的圧縮を可能にするいくつかの異なる構成および／または向きにおいて、フェ
ース部材１１０に接続されてよい。いくつかのそのような構成が以下で説明され、図に示
されている。
【００４５】
　より具体的には、この例示的な構造１００における後方ウェイト部材１２０は、フェー
ス部材１１０の隆起したリブ要素１１２が後方ウェイト部材１２０（たとえば、周辺部ウ
ェイト１０６における前面）を（直接的または間接的に）支持または係合するように、フ
ェース部材１１０と係合される。したがって、隆起したリブ要素１１２は、図１Ａ～図１
Ｇに示すように、後方を向き、後方ウェイト部材１２０に面する。クラブ・ヘッド１００
のさまざまな部品は、隆起したリブ要素１１２がフェース部材１１０と後方ウェイト部材
１２０の両方と固定的に係合して、これらの構成要素間の係合のポイントまたはラインを
形成するように、互いに係合されてよい。この係合のポイントまたはラインにおいて、イ
ンパクト時に発生する圧縮は、弾性部材１３０の周囲または近くの弾性材料内よりも少な
くなる。隆起したリブ１１２に沿ったフェース部材１１０と後方ウェイト部材１２０との
間の接触は、少なくともフェース周辺部のまわりで、および／またはクラブ・ヘッド構造
１００全体内での、フェース部材１１０と後方ウェイト部材１２０との間の唯一の直接的
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な接触のポイントまたはラインであってよい。弾性部材１３０は、フェース部材１１０を
後方ウェイト部材１２０から隔離してよい（および、フェース部材１１０の後面１１０ｒ
とウェイト部材１２０の前面１２０ｆとの間に全体的にあってよい）。
【００４６】
　隆起したリブ１１２に沿った（たとえば、少なくとも周辺部ウェイト区域１０６におけ
る）フェース部材１１０と後方ウェイト部材１２０との間の係合は、ボールのライン沿い
のその点を打ったときのフェース部材からウェイト部材へのより効率的な衝突エネルギー
分布を可能にする、比較的低い圧縮のポイントまたはラインを形成するように構成および
向けられてよい。たとえば、図１Ａ～図１Ｇに示される構造では、隆起したリブ１１２は
、フェース部材１１０と後方ウェイト部材１２０との間に、１つまたは複数の固定的な係
合のライン（たとえば、周辺部ウェイト区域１０６のヒール側およびトウ側の各々におけ
るライン・セグメント）を形成する。これらの固定的な係合のライン・セグメントは、ク
ラブ・ヘッド１００のヒール－トウ方向に延びる１つまたは複数のラインに沿って延び、
弾性部材１３０は、少なくとも隆起したリブ１１２における接触の１つまたは複数のライ
ン・セグメントより上および下で、フェース部材１１０を後方ウェイト部材１２０から分
離する。本明細書でこの文脈において使用される「固定的な係合」という用語は、必ずし
も固定または取り付けを暗示するとは限らず、その代わりに、互いと係合する面はより固
定的であり、すなわち可撓性および／または圧縮可能性が低くなり、したがって、打球な
らびに／またはエネルギーおよび／もしくは運動量の伝達中に固定的に挙動することを意
味する。たとえば、図１Ａ～図１Ｇに示される隆起したリブ１１２は、非固定当接を通し
てフェース部材１１０を後方ウェイト部材１２０と固定的に係合させてよい（および、フ
ェース部材１１０および／または後方ウェイト部材１２０の各々は、たとえば、セメント
または接着剤、他の溶着技法、機械的コネクタなどを使用して、弾性部材１３０と固定式
に係合されてよい）。このようにして、隆起したリブ１１２より上および下の区域におい
て、フェース部材１１０は、弾性部材１３０を介したそれらのあまり固定的でない接続を
介して後方ウェイト部材１２０に「圧縮可能に結合される」と考えられてよい。
【００４７】
　他の位置および／または向きが可能であるが、隆起したリブ１１２は、クラブ・ヘッド
１００の打球フェース１０４上に形成された１つまたは複数の溝ライン１１４と略平行な
ラインに沿って延びるように位置決めおよび向けられてよい。溝ライン１１４は、ゴルフ
のＵＳＧＡルールおよび／またはＲ＆Ａルール要件に準拠した溝を含む、当技術分野で知
られており使用されている従来の溝であってよい。また、クラブ・ヘッド１００に対する
隆起したリブ１１２の垂直方向の場所は変化してよいが、本発明のいくつかの例では、隆
起したリブ１１２は、隆起したリブ１１２の後方ピーク１１２Ｐが、打球フェース１０４
からクラブ・ヘッドの重心（たとえば、図１Ｂおよび図１ＧにおけるポイントＧ）を通っ
て後方に垂直に延びるライン上に位置されるように、位置される。このタイプの隆起した
リブ要素１１２と弾性部材１３０の係合をフェース部材１１０と後方ウェイト部材１２０
との間に含むゴルフ・クラブのセットでは、隆起したリブ要素１１２の場所および／また
は向きは、アイアンのセットではクラブによって異なってよい（たとえば、いくつかのア
イアン上では、他のアイアンと比べて垂直方向に高く位置される）。垂直方向における隆
起したリブ１１２の場所および／または向きの潜在的な変形形態の例は、図１Ｈにおいて
矢印によって示されており、角度方向における場所および／または向きの潜在的な変形形
態の例は、図１Ｈにおいて破線ペア１１２ａと点線／一点鎖線ペア１１２ｂを比較するこ
とによって示される。図１Ｉにおける破線ペア１１２ｃおよび点線／一点鎖線ペア１１２
ｄによって示される曲線形の隆起したリブ向きなどの、他の場所、角度の変形形態、およ
び湾曲した変形形態も可能である。曲線頂点の高さまたは深さ、曲線頂点のトウ－ヒール
場所、曲線頂点の数、フェース場所に対する湾曲したリブ１１２ｃ、１１２ｄの向きなど
における変形形態を含む、湾曲した隆起したリブ１１２ｃ、１１２ｄにおける多くの変形
形態は、本発明から逸脱することなく利用され得る。リブまたは他の係合部材は、クラブ
・ヘッド内に圧縮率の減少されたライン（まっすぐまたは湾曲した）を形成する（係合部



(12) JP 6632003 B2 2020.1.15

10

20

30

40

50

材１１２のまわりの区域は、弾性部材１３０および／または係合部材１１２から離れた区
域よりも圧縮可能でないので）。
【００４８】
　図１Ａ～図１Ｇの図示の例では、２つの弾性部材１３０、すなわち隆起したリブ要素１
１２のピーク１１２Ｐより上の弾性部材１３０およびピーク１１２Ｐより下の弾性部材１
３０が設けられている。このようにして、ピーク１１２Ｐ（および任意選択で、むしろ隆
起したリブ）は、クラブ・ヘッド１００の後方空洞１０８の中に見えてもよい。図１Ａお
よび図１Ｂに注目されたい（リブ要素１１２の少なくともいくらかが弾性部材１３０によ
って覆われることがあるので、隆起したリブ１１２の全体的な場所は、図１Ｂでは破線で
示されている）。以下でより詳細に説明するように、他の選択肢が可能である。
【００４９】
　前述のように、弾性部材１３０が、ボールを打つ力に応じて圧縮され、圧縮に続いて、
その前の（圧縮されていない）状態に戻ることができるように、弾性部材１３０は、少な
くともある程度の弾性を有する材料から作製されてよい。弾性部材１３０が、フェース部
材１１０と後方ウェイト部材１２０との間に、少なくとも隆起したリブ要素１１２より上
および下で挿入されると、ボールのインパクト中、特にボールがフェース１０４の、リブ
要素１１２よりも上または下の「中心を外れた」場所を叩いたとき、エネルギーおよび／
または運動量が、後方ウェイト部材１２０とフェース部材１１０との間で伝達可能である
。さらに、後方ウェイト部材１２０は、ボールの打撃フェース１０４のインパクト時にフ
ェース部材１１０のたわみに抵抗するようにも構成されてよい。弾性部材１３０は、フェ
ース部材１１０とボールとの接触後に何度も、圧縮され、その圧縮されていない状態に、
またはその圧縮されていない状態を超えて、戻ってよい。各圧縮－復元サイクルは一般に
、適用可能な場合、マスダンピング効果をもたらす弾性材料内でのヒステリシス損の結果
として、前のサイクルよりも短くてよい。
【００５０】
　より具体的には、ボールの中心を外れて叩いたとき（たとえば、ボールがフェース１０
４の隆起したリブ要素１１２の垂直方向の場所より上または下を叩いたとき）、ボールと
フェース部材１１０との接触によって、弾性部材１３０上の隆起したリブ要素１１２より
も下の接触の場所に圧縮力が加えられる。後方ウェイト部材１２０およびフェース部材１
１０は、その垂直方向の場所で互いと直接的に係合されない（むしろ、弾性部材１３０は
これらの構成要素間にある）ので、弾性部材１３０の圧縮は、打球のエネルギーの一部を
吸収するが、後方ウェイト部材１２０は、どちらかというと、スイングの力からの、その
本来のエネルギーおよび運動量を維持する。これは、ボールのリブ要素１１２の真正面の
場所を叩いたときにより「ダイレクトな」感触を提供しながら、中心を外れて打ったとき
のクラブの感触に良い効果をもたらす。
【００５１】
　図１Ａ～図１Ｇの例では、隆起したリブ要素１１２は丸い部材の形をしており、後方本
体部材１２０は、リブ部材１１２の丸い部分のピーク１１２Ｐと直接的に接触する。ボー
ルが、フェースのピーク１１２Ｐと直接的に一致する場所（たとえば、図１Ｇに示すよう
な、フェース１０４上のポイントＰ）を叩いたとき、プレーヤーは、ボールとの緊密な接
触を「感じる」。
【００５２】
　隆起したリブ要素１１２は、他の形状または構成も取ってよい。たとえば、図２Ａに示
すように、この例の隆起したリブ要素２１２は、図１Ａ～図１Ｇの丸い例と比較して、よ
り尖ったピーク形状２１２Ｐ（たとえば、三角形断面形状）を有する。一方、図２Ｂの例
では、隆起したリブ要素２２２は、やや平坦な面（たとえば、台形断面形状）を持つピー
ク２２２Ｐを有する。他の選択肢（図１Ｉに示す）として、必要に応じて、隆起したリブ
が、（図１Ａ～図１Ｇに示される直線状の長手方向経路ではなく）湾曲したまたは曲線形
の長手方向の様式または経路で延びてよい。
【００５３】
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　図１Ｇ、図２Ａ、および図２Ｂに示される例示的な構造では、隆起したリブ要素１１２
、２１２、２２２の場所において、後方本体部材１２０とフェース部材１１０との直接的
な接触（固定的な係合）がある。任意選択で、必要に応じて、これらの隆起したリブ要素
１１２、２１２、２２２の各々は、最終ゴルフ・クラブ・ヘッド構造１００の中で、たと
えば空洞１０８内で、少なくとも部分的に露出されてよい（後方本体部材１２０が空洞１
０８区域内に貫通穴を有し、弾性部材１３０がリブ要素１１２、２１２、２２２を完全に
は覆わない場合）。あるいは、必要に応じて、後方本体部材１２０によって画定された空
洞１０８は、隆起したリブ要素１１２、２１２、２２２のピーク１１２Ｐ、２１２Ｐ、２
２２Ｐが覆われ、後方本体部材１２０（たとえば、周辺部ウェイト部分１０６および／ま
たは後方本体部材１２０の前壁）を、隆起したリブ長のすべてまたは実質的にすべてに沿
って直接的に係合するように、前壁を有してよい。
【００５４】
　他の選択肢も可能である。たとえば、図３Ａおよび図３Ｂに示すように、必要に応じて
、弾性部材１３０は、隆起したリブ要素１１２、２１２のピーク１１２Ｐ、２１２Ｐを完
全に覆う１つまたは複数の部分品として作製されてよい。必要に応じて、ピーク１１２Ｐ
、２１２Ｐと後方本体部材１２０との間の弾性部材１３０の厚さは、たとえば、インパク
ト時の弾性部材１３０の圧縮の量を微調整するために、比較的薄い（たとえば、厚さが５
ｍｍ未満、いくつかの例では３ｍｍ未満であるが、一般に、約１ｍｍよりも厚い）。別の
選択肢または代替形態として、必要に応じて、弾性部材１３０を形成するために使用され
る材料の硬度は、インパクト時の圧縮の量およびマスダンピングを、所与の厚さを求めて
微調整するために変化されてよい。さらに、ピーク１１２Ｐ、２１２Ｐの場所に近接して
、および／またはピーク１１２Ｐ、２１２Ｐの近くで、弾性部材の材料は、ピーク１１２
Ｐ、２１２Ｐに近接したインパクトのための弾性部材１３０の圧縮の量を徐々に変化させ
るように、より高い硬度を備えてよい。別の例では、弾性部材１３０の材料は、リブ要素
１１２、２１２および／またはピーク１１２Ｐ、２１２Ｐから離れる方向に硬度勾配を有
してもよい。同じまたは類似の弾性部材１３０構造（ピーク２２２Ｐおよびリブ２２２を
完全に覆う）も、図２Ｂに示される例示的な構造において使用されてよい。
【００５５】
　他のクラブ・ヘッド構造では、空洞１０８内の面１０８ａは、フェース部材１１０の後
面１１０ｒを構成してよい。そのような構造では、弾性部材１３０は、開いた中央穴を有
する材料のリングを構成または形成してよく、材料のリングは、後方ウェイト部材１２０
の周辺部ウェイト部分１０６と打球フェース部材１１０の後面１１０ｒの周辺部との間に
ある。
【００５６】
　また、上記で説明した例示的な構造では、隆起したリブ部材がフェース部材１１０の後
面１１０ｒ上に設けられる。これも要件ではない。たとえば、図４Ａ～図４Ｃに示すよう
に、いくつかの例示的な構造では、隆起したリブ４１２が後方ウェイト部材４２０の前方
面４２０ｆ上に設けられる。これらの隆起したリブ４１２のピーク４１２Ｐは、次いで、
上記で説明したのと同様に、フェース部材１１０の後面１１０ｒを係合することができる
。図示されていないが、隆起したリブ４１２およびピーク４１２Ｐを有する４２０のよう
な後方ウェイト部材も、図３Ａおよび図３Ｂに示される構造のような構造において使用可
能である（弾性部材１３０の薄い層は、ピーク４１２Ｐと打球フェース部材１１０の後面
１１０ｒとの間に位置される）。
【００５７】
　上記で説明した実施形態では、隆起したリブ要素（たとえば、１１２、２１２、２２２
、４１２）は、フェース部材またはウェイト部材との一体部品として示されているが、こ
れは要件ではない。むしろ、必要に応じて、上記で説明した例示的な構造（および／また
は以下でより詳細に説明する構造）のいずれにおいても、隆起したリブ要素（たとえば、
鋭利な縁の付いたリブ、丸い縁の付いたリブ、円錐など）は、打球フェース部材１１０お
よび／またはウェイト部材１２０、４２０とは別個の部品として形成されてよく、この別
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個の部品は、打球フェース部材１１０および／またはウェイト部材１２０、４２０と係合
されてよい。別個の部品として形成されたとき、隆起したリブの別個の部品の材料は、少
なくとも弾性部材１３０の材料よりも剛性であってよい。この別個の隆起したリブ要素１
１２は、溶接または他の溶着技法によって、接着剤またはセメントによって、１つまたは
複数の機械的コネクタ（たとえば、ねじ、ボルドなど）によって、など）、フェース部材
１１０および／またはウェイト部材１２０、４２０と係合されてよい。さらに他の選択肢
として、隆起したリブ要素１１２の部品は、（たとえば、接着剤またはセメントによって
、１つまたは複数の機械的コネクタ（たとえば、ねじ、ボルトなど）によって、など）弾
性部材１３０と係合されてよい。隆起したリブ要素１１２は、たとえばコモールディング
（ｃｏ－ｍｏｌｄｉｎｇ）などによって弾性部材１３０、フェース部材１１０、および／
またはウェイト部材１２０、４２０と係合されたポリマー材料であってもよい。
【００５８】
　図１Ａ～図１Ｇに示される例示的な構造１００では、打球フェース部材１１０の後面１
１０ｒを越えて、打球フェース部材１１０のヒール縁部からトウ縁部まで連続的に完全に
延びるリブ部材１１２が示されている。他の選択肢も可能である。たとえば、図５に示さ
れる例示的なゴルフ・クラブ・ヘッド構造５００では、後方ウェイト部材５２０は、２つ
の短いリブ部材と固定的に係合される。一方の短いリブ部材５１２ｈは、周辺部ウェイト
部材１０６のヒール側１０６ｈに設けられ、他方の短いリブ部材５１２ｔは、周辺部ウェ
イト部材１０６のトウ側１０６ｔに設けられる。２つの短いリブ部材（たとえば、５１２
ｈ、５１２ｔ）のこのタイプの配置は、（たとえば、図５の面１０８ａが弾性部材１３０
の後面および／または打球フェース１１０の後面１１０ｒを示す場合）後方ウェイト部材
５２０が空洞区域１０８内に貫通穴を有するクラブ・ヘッド構造に好適であることがある
。この構造５００では、必要に応じて、弾性部材１３０は、後方ウェイト部材５２０の周
辺部ウェイト区域１０６のみの下にあるリング（または２つの半分のリング）を形成して
よい（たとえば、弾性部材１３０は、貫通穴を有するリングの形であってよく、２つの半
分のリングの弾性部材が設けられてよい（１つは上に、１つは下部に）、など）。
【００５９】
　２つの短いリブ部材５１２ｈおよび５１２ｔを有する図５の構成は、上記で説明したな
らびに／または図１Ａ～図１Ｇ、図２Ａ、図２Ｂ、図３Ａ、図３Ｂ、および／もしくは図
４Ａ～図４Ｃに示される構造および／または変形形態においてを含む、上記で説明した構
造および／または変形形態のいずれにおいても使用されてよい。
【００６０】
　図６は、（たとえば、上記で図５の例示的な構造５００に関して説明したように）後方
ウェイト部材６２０の周辺部ウェイト部材１０６のヒール側１０６ｈおよびトウ側１０６
ｔそれぞれに位置されたヒール・リブ部材６１２ｈとトウ・リブ部材６１２ｔとを含む複
数の短いリブ部材を有する別の例示的なクラブ・ヘッド構造６００を示す。しかしながら
、この例示的な構造６００は、クラブ・ヘッド構造６００の中央区域に設けられた第３の
短いリブ部材６１２ｃをさらに含む。この例示的な後方ウェイト部材６２０は、（たとえ
ば、ヒール周辺部ウェイト区域１０６ｈにおいて、トウ周辺部ウェイト区域１０６ｔにお
いて、および後方ウェイト部材６２０の前側フェース６２０ｆにおいて）これらの３つの
短いリブ部材６１２ｈ、６１２ｃ、および６１２ｔに固定的に係合される。３つの短いリ
ブ部材（たとえば、６１２ｈ、６１２ｃ、６１２ｔ）のこのタイプの配置は、後方ウェイ
ト部材６２０が、少なくとも中央の短いリブ部材６１２ｃを固定的に係合する場所に前方
面６２０ｆを有するクラブ・ヘッド構造に好適であることがある。同じく、この構造６０
０では、必要に応じて、弾性部材１３０は、後方ウェイト部材６２０の周辺部ウェイト区
域１０６のみの下にあるリング（または２つの半分のリング）を形成してよい（たとえば
、弾性部材１３０は、貫通穴を有するリング、２つの半分のリング（１つは上に、１つは
下部に）などの形であってよい）。
【００６１】
　他の向きおよび配置が可能であるが、この図示の例では、中央の短いリブ部材６１２ｃ



(15) JP 6632003 B2 2020.1.15

10

20

30

40

50

は一般的に、ヒール・リブ部材６１２ｈとトウ・リブ部材６１２ｔを接続するラインに沿
ってある。あるいは、必要に応じて、中央の短いリブ部材６１２ｃは、図６に示される略
直線配置から垂直方向に上または下にシフトされてよい。また、中央の短いリブ部材６１
２ｃは、後方空洞区域１０８の任意の所望の部分または割合（たとえば、リブ６１２ｈと
６１２ｔとの間の距離の０．５％から９９．５％、いくつかの例では、その距離の１０％
から９０％、その距離の１５％から６０％、さらにはその距離の２０％から４０％）にわ
たって延びてよい。別の選択肢として、必要に応じて、後方ウェイト部材６２０とフェー
ス部材１１０は、３つの図示の短いリブ部材６１２ｈ、６１２ｃ、６１２ｔよりも多くに
おいて固定的に係合されてよい（たとえば、第４の短いリブ部材、第５の短いリブ部材以
上の短いリブ部材は、必要に応じて、任意選択で同じおおむね線状の配置に沿って、また
は何らかの他の所望の配置で、設けられてよい）。
【００６２】
　３つ（以上）の短いリブ部材６１２ｈ、６１２ｃ、および６１２ｔを有する図６の構成
は、上記で説明したならびに／または図１Ａ～図１Ｇ、図２Ａ、図２Ｂ、図３Ａ、図３Ｂ
、および／もしくは図４Ａ～図４Ｃに示される構造および／または変形形態のいずれかに
おいてを含む、上記で説明した構造および／または変形形態のいずれにおいても使用され
てよい。
【００６３】
　複数のリブ要素が設けられる図５および図６の例では、リブ要素は、おおむね線状に位
置合わせされたように（たとえば、リブ５１２ｈおよび５１２ｔが実質的に直線上にある
ように、ならびにリブ６１２ｈ、６１２ｃ、および６１２ｔが実質的に直線上にあるよう
に）配置される。他の配置も可能である。たとえば、図７は、図５に示されるリブ部材５
１２ｈ、５１２ｔと同様にヒール周辺部ウェイト区域１０６ｈおよびトウ周辺部ウェイト
区域１０６ｔにおいて２つの短いリブ要素７１２ｈおよび７１２ｔ上に装着された後方ウ
ェイト部材７２０を有するクラブ・ヘッド構造７００を示すが、図７の構造７００では、
短いリブ要素７１２ｈと７１２ｔは、実質的に直線上に位置合わせされない。リブ要素７
１２ｈおよび７１２ｔは、互いに対して任意の所望の角度、垂直方向の離隔距離、および
／または向きで設けられてよく、所定の湾曲したライン上に（たとえば、円、楕円、放物
線などの弧の上に）あってよく、ならびに／または比較的な位置決めおよび／もしくは向
きの間に所定の幾何学的関係がなくてもよい。必要に応じて、（たとえば、図６の例示的
な構造６００内に示される１つまたは複数の中間リブまたは中央リブ６１２ｃのような）
１つまたは複数のさらなるリブ要素が図７の構造７００内に設けられてよい。１つまたは
複数の中間リブまたは中央リブが存在するとき、それらは、ヒール・リブ７１２ｈ、トウ
・リブ７１２ｔのうちの１つまたは複数および／または互いに関して共通するライン、曲
線、弧、または他の配置上にあってもなくてもよい。
【００６４】
　２つ（以上）の短いリブ部材７１２ｈおよび７１２ｔを有する図７の構成は、上記で説
明したならびに／または図１Ａ～図１Ｇ、図２Ａ、図２Ｂ、図３Ａ、図３Ｂ、および／も
しくは図４Ａ～図４Ｃに示される構造および／または変形形態のいずれかにおいてを含む
、上記で説明した構造および／または変形形態のいずれにおいても使用されてよい。
【００６５】
　図８Ａおよび図８Ｂは、本発明の少なくともいくつかの態様による１つの例示的なゴル
フ・クラブ・ヘッド構造８００およびそれを作製する方法を示す。図８Ａは、完成したゴ
ルフ・クラブ・ヘッド製品８００のトウの図を示し、図８Ｂは、その例示的な部品および
それを構築する方法を（たとえば、分解組立図として）示す。これらの図に示すように、
ゴルフ・クラブ・ヘッド８００は後方ウェイト部材８２０を含み、後方ウェイト部材８２
０は、この図示の例では、ゴルフ・クラブ・シャフト（図示せず）を係合するためのホー
ゼル部材８０２と一体に形成される、またはこれに取り付けられる。後方ウェイト部材８
２０は、キャビティ・バック／ペリメーター・ウェイティング搭載構造８０６またはたと
えば上記で図１Ａから図７に関連して説明したさまざまなタイプの他の所望のウェイト部
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材構造を構成してよい。
【００６６】
　この例では、ホーゼル区域８０２は、クラブ・ヘッド８００が組み立てられたとき弾性
部材８３０および／またはフェース部材８１０のヒール側が装着され得る、クラブ・ヘッ
ド構造８００のヒール壁８０２ａを画定する。さらに、後方ウェイト部材８２０の周辺部
ウェイト部分８０６の前面８２０ｆ（および任意選択で、後方ウェイト部材８２０の前面
８２０ｆ全体）は、少なくとも弾性部材８３０が装着される面も形成する。単にヒール側
壁８０２ａの代替として、必要に応じて、ホーゼル部材８０２および／または後方ウェイ
ト部材８２０は、２つ以上の周辺部壁、または任意選択で周辺部チャンバ全体を画定し、
その中で、弾性部材８３０および／またはフェース部材８１０が装着可能である。別の選
択肢として、必要に応じて、ホーゼル区域８０２におけるさらなるヒール壁８０２ａは省
略可能である（ならびに、弾性部材８３０およびフェース部材８１０は、後方ウェイト部
材８２０の前方フェース８２０ｆ上にのみ装着されてよい）。
【００６７】
　図８Ａおよび図８Ｂに示すように、打球フェース部材８１０の後面８１０ｒは、少なく
とも１つの隆起したリブ要素８１２を含む。この図示の例では、隆起したリブ要素８１２
は、弾性部材８３０の前面８３０ｆ内に形成された溝８３０ｇ内に嵌合する。あるいは、
弾性部材８３０は、別個の部品から作製されてよく、ならびに／または隆起したリブ８１
２が（たとえば、少なくとも、周辺部ウェイト８０６のヒール部分およびトウ部分に関連
付けられた場所において）後方ウェイト部材８２０の前面８２０ｆの少なくとも何らかの
部分を固定的におよび／もしくは直接的に係合することができるように、間隙を含んでよ
い。打球フェース８１０、後方ウェイト部材８２０、隆起したリブ８１２、および／また
は弾性部材８３０は、上記で図１Ａから図７に関して説明した形、選択肢、および／また
は代替形態のいずれを取ってもよい。
【００６８】
　クラブ・ヘッド８００を製作するために、（ａ）打球フェース部分８１０は弾性部材８
３０と係合されてよい（たとえば、面８１０ｒは、もしあれば、たとえば、接着剤または
セメント、他の溶着技法、機械的コネクタなどのうちの１つまたは複数を使用して、溝８
３０ｇへと延びるリブ８１２を有する面８３０ｆと係合されてよい）、および（ｂ）弾性
部材８３０は後方本体部材８２０と係合されてよい（たとえば、後面８３０ｒは、たとえ
ば、接着剤またはセメント、他の溶着技法、機械的コネクタなどのうちの１つまたは複数
を使用して、面８２０ｆと係合されてよい）。これらの係合ステップは、任意の所望の順
序で行われてよい（たとえば、最初に、弾性部材８３０がフェース部材８１０と係合され
てよく、次いで、このユニットが後方本体部材８２０と係合されてよい、または最初に、
弾性部材８３０が後方本体部材８２０と係合されてよく、次いで、このユニットがフェー
ス部材８１０と係合されてよい）、または係合ステップは同時に行われてもよい。フェー
ス部材８１０および／または弾性部材８３０は、必要に応じて、ヒール壁８０２ａが存在
する場合、（たとえば、接着剤またはセメント、他の溶着技法、機械的コネクタなどのう
ちの１つまたは複数を使用して）後方本体部材８２０／ホーゼル部材８０２のヒール側壁
８０２ａとも係合されてよい。
【００６９】
　図８Ａおよび図８Ｂに示される例示的な構造８００および方法では、ホーゼル部材８０
２は、後方ウェイト部材８２０と係合される、これと一体に形成される、および／または
これに別の方法で接続される。他の選択肢も可能である。たとえば、図９は、本発明の少
なくともいくつかの態様による別の例示的なゴルフ・クラブ・ヘッド構造９００およびそ
れを作製する方法を示す。この図に示すように、ゴルフ・クラブ・ヘッド９００は後方ウ
ェイト部材９２０を含み、後方ウェイト部材９２０は、この図示の例では、ゴルフ・クラ
ブ・シャフト（図示せず）を係合するためのホーゼル部材９０２と別個に形成される。む
しろ、この図示の例のホーゼル部材９０２は、フェース部材９１０と係合される、これと
一体に形成される、またはこれに別の方法で接続される。後方ウェイト部材９２０は、キ
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ャビティ・バック／ペリメーター・ウェイティング搭載構造９０６またはたとえば上記で
図１Ａから図７に関連して説明したさまざまなタイプの他の所望のタイプのウェイト部材
を構成してよい。
【００７０】
　この例には示されていないが、ホーゼル区域９０２は、クラブ・ヘッド９００が組み立
てられるとき弾性部材８３０および／または後方ウェイト部材９２０のヒール側が装着さ
れ得るクラブ・ヘッド構造９００のヒール壁（たとえば、上記で説明したヒール壁８０２
ａに類似している）を画定してよい。追加または代替として、後方ウェイト部材９２０の
周辺部ウェイト部分９０６の前面９２０ｆ（および任意選択で、後方ウェイト部材９２０
の前面９２０ｆ全体）は、少なくとも弾性部材９３０が装着される面を形成する。単にヒ
ール側壁の代替として、必要に応じて、ホーゼル部材９０２および／または前面部材９１
０は、２つ以上の周辺部壁、または任意選択で周辺部チャンバ全体を画定し、その中で、
弾性部材９３０および／または後方ウェイト部材９２０が装着可能である。しかしながら
、この図示の例では、ホーゼル区域９０２におけるさらなるヒール壁は省略され、弾性部
材９３０および後方ウェイト部材９２０がフェース部材９１０の後面９１０ｒに装着され
る。
【００７１】
　図９に示すように、打球フェース部材９１０の後面９１０ｒは、少なくとも１つの隆起
したリブ要素９１２を含む。この図示の例では、隆起したリブ要素９１２は、弾性部材９
３０の前面９３０ｆ内に形成された溝９３０ｇ内に嵌合する。あるいは、弾性部材９３０
は、別個の部品から作製されてよく、ならびに／または隆起したリブ９１２が（たとえば
、少なくとも、周辺部ウェイト９０６のヒール部分およびトウ部分に関連付けられた場所
において）後方ウェイト部材９２０の前面９２０ｆの少なくとも何らかの部分を固定的に
および／もしくは直接的に係合することができるように、間隙を含んでよい。打球フェー
ス部材９１０、後方ウェイト部材９２０、隆起したリブ９１２、および／または弾性部材
９３０は、上記で図１Ａから図７に関して説明した形、選択肢、および／または代替形態
のいずれを取ってもよい。
【００７２】
　クラブ・ヘッド９００を製作するために、（ａ）打球フェース部分９１０は弾性部材９
３０と係合されてよい（たとえば、面９１０ｒは、もしあれば、たとえば、接着剤または
セメント、他の溶着技法、機械的コネクタなどのうちの１つまたは複数を使用して、溝９
３０ｇへと延びるリブ９１２を有する面９３０ｆと係合されてよい）、および（ｂ）弾性
部材９３０は後方本体部材９２０と係合されてよい（たとえば、後面９３０ｒは、たとえ
ば、接着剤またはセメント、他の溶着技法、機械的コネクタなどのうちの１つまたは複数
を使用して、面９２０ｆと係合されてよい）。これらの係合ステップは、任意の所望の順
序で行われてよい（たとえば、最初に、弾性部材９３０がフェース部材９１０と係合され
てよく、次いで、このユニットが後方本体部材９２０と係合されてよい、または最初に、
弾性部材９３０が後方本体部材９２０と係合されてよく、次いで、このユニットがフェー
ス部材９１０と係合されてよい）、またはこれらの係合ステップは同時に行われてもよい
。後方本体部材９２０および／または弾性部材９３０は、ヒール側壁が存在する場合、（
たとえば、接着剤またはセメント、他の溶着技法、機械的コネクタなどのうちの１つまた
は複数を使用して）前面部材９１０／ホーゼル部材９０２のヒール側壁とも係合されてよ
い。
【００７３】
　図１Ａから図９の例示的な構造は、１つまたは複数の弾性部材の外側周辺部縁部または
側面が少なくともクラブ・ヘッド構造の上部縁部、トウ縁部、およびソール縁部のまわり
で見え、連続的に延びる（および任意選択で、クラブ・ヘッド周辺部構造のまわりで見え
、３６０°連続的に延びる）ゴルフ・クラブ・ヘッド構造を示す。少なくともいくつかの
例では、後方ウェイト部材は、弾性要素によって、すべての場所において打球フェース部
材に間接的に（隆起したリブ・ピーク場所において潜在的に、を除いて）取り付けられる
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。隆起したリブ場所においてすら、後方ウェイト部材およびフェース部材は単に互いに当
接してよく、必ずしも互いに永久的に固定されるとは限らない（たとえば、必ずしも溶接
、溶着技法、接着剤またはセメント、機械的コネクタなどによって固定されるとは限らな
い）。他の特徴も可能であるが、本発明の少なくともいくつかの態様による少なくともい
くつかの例示的な構造は、上記で説明した特徴を有してよい。
【００７４】
　また、これらの図示の例示的な構造では、隆起したリブ要素は、たとえば、少なくとも
ボールが隆起したリブ要素よりも上および／または下で打球フェースを叩くと上記で説明
したマスダンピングがアクティブ化されるように、おおむねヒール－トウ方向に延びる。
他の選択肢も可能である。
【００７５】
　たとえば、リブ・タイプ構造ではなく、後方ウェイト部材は、１つまたは複数の「ポイ
ント」場所においてフェース部材と接触してよく、および／またはこれに固定されてよく
、１つまたは複数の弾性部材は、１つまたは複数の「ポイント」係合場所のまわりに位置
される。いくつかのより具体的な例では、隆起したリブ構造ではなく、後方ウェイト部材
の前面および／またはフェース部材の後面が、他の構成要素の面に近い場所と接触するお
よび／または別の方法でこれまで延びる１つまたは複数の隆起した接続ポイント（たとえ
ば、ドーム、ピラミッド、上部の平たいピラミッド、または類似の特徴）を含んでよい。
隆起した接続ポイントは、（たとえば、図示され上記で図１Ａ～図１Ｇ、図２Ａ、図２Ｂ
、および図４Ａ～図４Ｃに関連して説明した直接的な接続のように）後方本体部材とフェ
ース部材との間に直接的な接触をもたらしてよく、または弾性部材の層が、（たとえば、
図示された上記で図３Ａおよび図３Ｂに関連して説明した間接的な接続のように）隆起し
た接続ポイントにおいて後方本体部材とフェース部材との間にあってよい。
【００７６】
　図１０Ａ～図１３はそれぞれ、これらの「ポイント」タイプ係合場所１００２のうちの
１つ、２つ、３つ、３つ、および４つを有するクラブ・ヘッド構造１０００、１１００、
１１５０、１２００、１３００の例を示す。他の接続構造も可能であるが、場所１００２
におけるポイント・タイプ係合は、たとえば、米国特許出願公報第２０１３／０１３７５
３３Ａ１号の図２６～図３３に示されるタイプの隆起した接続ポイント構造（たとえば、
その中の段落［０１５２］～［０１６０］に記載する構造を含む）を有してよい。米国特
許出願公報第２０１３／０１３７５３３Ａ１号は、参照によりその全体が本明細書に組み
込まれる。接続ポイント構造は、ドーム構造、湾曲した構造、または丸い構造の形をした
（たとえば、図１Ｇの要素１１２のような形をした断面の）断面形状、鋭利なピークまた
はより尖ったピラミッド構造（たとえば、図２Ａの要素２１２のような形をした断面の）
、図２Ａに似ているが（鋭利なポイントの代わりに）より丸いピークを有する形状、平坦
なピークもしくはピラミッド形の（たとえば、図２Ｂの要素２２２のような形をした断面
の）構造などを有してよい。
【００７７】
　図１０Ａ～図１３の例示的なクラブ・ヘッド構造は、たとえば、１つまたは複数の弾性
部材の外側周辺部縁部または側面が少なくともクラブ・ヘッド構造の上部縁部、トウ縁部
、およびソール縁部のまわりで見え、連続的に延びる（および任意選択で、クラブ・ヘッ
ド周辺部構造のまわりで見え、３６０°連続的に延びる）、上記で図１Ａ～図４、図８Ａ
、図８Ｂ、および図９に関連して説明したタイプの後方ウェイト部材、弾性部材、フェー
ス部材、および／またはホーゼル部材を有してよい。したがって、少なくともいくつかの
例では、必要に応じて、隆起したリブを含めて、上記でこれらの構造に関して説明した任
意の変形形態を含む、図１０Ａおよび図１１Ａ～図１３のクラブ・ヘッド構造１０００、
１１００、１１５０、１２００、１３００は、図１Ｃ～図１Ｇ、図２Ａ、図２Ｂ、図３Ａ
、図３Ｂ、図４Ａ～図４Ｃ、図８Ａ、図８Ｂ、および図９に示される構造に類似した上部
、ソール、トウ、およびヒールの構造および図を有してよい。あるいは、図１０Ｂおよび
図１０Ｃに示すように、図１０Ａおよび図１１Ａ～図１３の構造では、前に説明した隆起
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したリブが省略されてよく、接続ポイント１００２は、フェース部材１０１０および後方
本体部材１０２０のための固定的な係合／圧縮不可能な接続構造として働いてよい（弾性
材料１０３０は、これらの部品間にあり、および／または任意選択で接続ポイント１００
２のまわりに位置される）。接続ポイント１００２は、クラブ・ヘッド１０００、１１０
０、１１５０、１２００、１３００内で接続ポイント１００２付近のまわりに１つまたは
複数の低圧縮率の区域を画定するように、（少なくとも、弾性部材の材料と比較して）硬
く、耐久性がある、および／または実質的に圧縮不可能な材料から作製されてよい（圧縮
率のより高い区域は、弾性材料の存在により接続ポイント１００２から離れる）。
【００７８】
　場所１００２における接続ポイント構造は、フェース部材またはウェイト部材との一体
部品として形成されてよいが、これは要件ではない。むしろ、必要に応じて、上記で説明
した例示的な構造（および／または以下でより詳細に説明する構造）のいずれにおいても
、場所１００２における接続ポイント構造は、打球フェース部材および／またはウェイト
部材とは別個の部品として形成されてよく、これらの別個の部品は、打球フェース部材お
よび／またはウェイト部材と係合されてよい。別個の部品として形成されるとき、場所１
００２における接続ポイント構造の材料は、少なくとも弾性部材の材料よりも剛性であっ
てよい。場所１００２における接続ポイント構造は、溶接または他の溶着技法によって、
接着剤またはセメントによって、１つまたは複数の機械的コネクタ（たとえば、ねじ、ボ
ルドなど）によって、など）、フェース部材および／またはウェイト部材と係合されてよ
い。さらに他の選択肢として、場所１００２における接続ポイント構造は、（たとえば、
接着剤またはセメントによって、１つまたは複数の機械的コネクタ（たとえば、ねじ、ボ
ルトなど）によって、など）弾性部材と係合される部品であってよい。場所１００２にお
ける接続ポイント構造は、たとえばコモールディングなどによって弾性部材、フェース部
材、および／またはウェイト部材と係合されたポリマー材料から構成されてもよい。
【００７９】
　図１０～図１３の例示的な構造１０００、１１００、１１５０、１２００、１３００の
うちの少なくともいくつかでは、後方ウェイト部材１０２０は、後方ウェイト部材１０２
０が（たとえば、上記で説明したさまざまな接続構造のうちの１つまたは複数を使用して
）接続ポイント１００２においてフェース部材と係合される前方壁１０２０ｆを含む。前
方壁１０２０ｆは、周辺部ウェイト部材１００６内部の区域内で空洞１００８を完全に閉
鎖してよいが、これは要件ではない。
【００８０】
　図１０Ａ～図１０Ｃの例では、単一の接続ポイント１００２が設けられる（が、上記で
図８Ａ～図９に関して説明したように、後方本体部材１０２０は、たとえば、接着剤また
はセメントによって、溶着技法などによって、弾性部材１０３０を通して打球フェース部
材１０１０と間接的に係合されてよい）。他の場所も可能であるが、必要に応じて、接続
ポイント場所１００２は、接続ポイント１００２のピークが、クラブ・ヘッド１０００の
重心Ｇ（たとえば、図１Ｇを参照されたい）を通過する打球フェースに垂直なライン上に
あるような場所に、設けられてよい。このようにして、ボールをクラブ・ヘッドの重心に
一致して叩くことによって生成された力は、接続ポイント１００２によって最大の支持を
受ける。ボールが、クラブ・ヘッド・フェースの中心を外して叩くと、弾性部材１０３０
（接続ポイント１００２を囲んでよい）は、上記で説明したように圧縮され、マスダンピ
ングをアクティブ化する。
【００８１】
　図１０Ａ～図１０Ｃの例示的な構造１０００では、クラブ・ヘッド１０００は、単一の
接続ポイント１００２を含み、弾性部材１０３０は、この接続ポイント１００２のまわり
に（たとえば、周辺部ウェイト１００６区域のまわりの少なくともフェース部材１０１０
と後方ウェイト部材１０２０の間に）ある。したがって、接続ポイント１００２から任意
の方向で中心を外したショットは、後方ウェイト部材１０２０の運動量によって開始され
た弾性部材１０３０のたわみの周期的な圧縮－圧縮解除から生じるマスダンピングの結果
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として、感触の向上を経験する。接続ポイント場所１００２はまた、アイアンのセットの
コースにわたって変化してもよく、たとえば、任意選択で異なる接続ポイント場所１００
２は、クラブ・ヘッドのロフトに応じてよい。接続ポイント１００２は、その比較的圧縮
不可能な性質（少なくとも、弾性材料のより高い圧縮率と比較して）のために、それ自体
のまわりに低圧縮率の区域または領域１００２ｃを画定する。
【００８２】
　図１１Ａのクラブ・ヘッド構造１１００（図１０Ｂおよび図１０Ｃの図のようなトウお
よびヒールの図を有することがある）では、２つの接続ポイント１００２が、周辺部ウェ
イト１００６の空洞１００８の中に設けられる。２つの接続ポイント１００２は、特に２
つの接続ポイント１００２間のライン１１０２の部分１１０２ａにおいて、フェース支持
の増加したライン１１０２を画定してよく、このようにして、２つの接続ポイント１００
２は、上記で説明したおおむね線状の隆起したリブ構造と同様に機能してよい。より具体
的には、２つの接続ポイント１００２は、上記で説明した隆起したリブおよび／または低
圧縮率の領域のように働く打球フェース部材１０１０の後ろに、支持領域（または低圧縮
率１１０２ｃの領域）の両端を画定してよい。接続ポイント１００２のペアは、比較的圧
縮不可能な性質（少なくとも、弾性材料のより高い圧縮率と比較して）のために、それら
のまわりに低圧縮率の細長い区域または領域１１０２ｃを画定する。ライン１１０２とお
おむね位置合わせされた打撃時に、弾性部材１０３０の最小圧縮率が経験され、または弾
性部材１０３０の圧縮率が経験されず、直接的な確かなフィーリングの打撃をもたらす。
しかしながら、ライン１１０２よりも上および下での中心を外した打撃時には、後方ウェ
イト部材１０２０の運動量によって、上記で説明したように弾性部材１０３０が圧縮され
、それによって、おおむね上記で線状リブに関して説明したようにマスダンピングがもた
らされる。任意選択で、必要に応じて、図１１Ａの構造１１００は、たとえば、上記で図
５～図７に関連して説明した構造のような、いくつかの隆起したリブ構造と組み合わせて
使用されてよい。
【００８３】
　図１１Ａに示される構造１１００の少なくともいくつかの例では、ライン１１０２は、
クラブ・ヘッド１１００の打球フェース上の溝ラインと平行に延びるように向けられる。
追加または代替として、必要に応じて、ライン１１０２は、ライン１１０２（および任意
選択で、接続ポイント１００２間のライン・セグメント１１０２ａ）および／またはその
ライン・セグメント１１０２ａの中間点）が、クラブ・ヘッド１１００の重心Ｇを通って
延びる、またはクラブ・ヘッド１１００の重心Ｇを通過する打球フェースに垂直なライン
と交差するように、向けられてよい。このようにして、クラブ・ヘッド１１００の重心に
一致してボールを叩くと、弾性部材１０３０の著しく少ない圧縮がもたらされ、より直接
的な確かな感触が得られ、中心を外した打撃は、上記で説明したようにマスダンピングか
ら生じる感触の向上をもたらす。クラブ・ヘッド１１００上での接続ポイント場所１００
２および／または互いに対するそれらの相対的な向きは、アイアンのセットのコースにわ
たって変化してもよく、たとえば、任意選択で異なる接続ポイント場所１００２および／
または相対的な向きは、クラブ・ヘッド１１００のロフトに応じてよい。
【００８４】
　次に図１１Ｂのクラブ・ヘッド構造１１５０を参照すると、別の選択肢として、必要に
応じて、第３の（または、より多くの）接続ポイント１００２が、ライン１１０２に沿っ
て設けられてよい。もう１つの具体的な例として、必要に応じて、１つのさらなる接続ポ
イント１００２が、クラブ・ヘッド１１００の重心Ｇにおいてまたはそれと一致する場所
において、ライン・セグメント１１５２ａ上に設けられてよい（たとえば、さらなる接続
ポイント１００２は、図１１ＢにおいてＧとマークされた場所において、ライン・セグメ
ント１１５２ａ上に設けられる）。
【００８５】
　図１１Ｂのクラブ・ヘッド構造１１５０（図１０Ｂおよび図１０Ｃの図のようなトウお
よびヒールの図を有することがある）では、３つの接続ポイント１００２が、周辺部ウェ
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イト１００６の空洞１００８の中に設けられる。この例の３つの接続ポイント１００２は
、特にクラブ・ヘッド１１５０のヒール端およびトウ端に最も近い接続ポイント１００２
間のライン１１５２の部分１１５２ａにおいて、フェース支持の増加したライン１１５２
を画定してよい。この例示的な構造１１５０では、３つの接続ポイント１００２は、上記
で説明したおおむね線状の隆起したリブ構造と同様に機能してよい。より具体的には、３
つの接続ポイント１００２は、上記で説明した隆起したリブおよび／または低圧縮率の領
域のように働く打球フェース部材１０１０の後ろに、支持領域（または低圧縮率１１５２
ｃの領域）を画定してよい。３つの接続ポイント１００２は、比較的圧縮不可能な性質（
少なくとも、弾性材料のより高い圧縮率と比較して）のために、それらのまわりに、およ
びそれらの間に、低圧縮率の細長い区域または領域１１５２ｃを画定する。ライン１１５
２とおおむね位置合わせされた打撃時に、弾性部材１０３０の最小圧縮率が経験され、ま
たは弾性部材１０３０の圧縮率が経験されず、直接的な確かなフィーリングの打撃をもた
らす。しかしながら、ライン１１５２よりも上および下での中心を外した打撃時には、後
方ウェイト部材１０２０の運動量によって、上記で説明したように弾性部材１０３０が圧
縮され、それによって、おおむね上記で線状リブに関して説明したようにマスダンピング
がもたらされる。任意選択で、必要に応じて、図１１Ｂの構造１１５０は、たとえば、上
記で図５～図７に関連して説明した構造のような、いくつかの隆起したリブ構造と組み合
わせて使用されてよい。
【００８６】
　図１１Ｂに示される構造１１５０の少なくともいくつかの例では、ライン１１５２は、
クラブ・ヘッド１１００の打球フェース上の溝ラインと平行に延びるように向けられる。
追加または代替として、必要に応じて、ライン１１５２は、ライン１１５２（および任意
選択で、接続ポイント１００２間のライン・セグメント１１５２ａ）および／またはその
ライン・セグメント１１５２ａの中間点）が、クラブ・ヘッド１１５０の重心Ｇを通って
延びる、またはクラブ・ヘッド１１５０の重心Ｇを通過する打球フェースに垂直なライン
と交差するように、向けられてよい。このようにして、クラブ・ヘッド１１５０の重心に
一致してボールを叩くと、弾性部材１０３０の著しく少ない圧縮がもたらされ、より直接
的な確かな感触が得られ、中心を外した打撃は、上記で説明したようにマスダンピングか
ら生じる感触の向上をもたらす。クラブ・ヘッド１１００上での接続ポイント場所１００
２および／または互いに対するそれらの相対的な向きは、アイアンのセットのコースにわ
たって変化してもよく、たとえば、任意選択で異なる接続ポイント場所１００２および／
または相対的な向きは、クラブ・ヘッド１１５０のロフトに応じてよい。
【００８７】
　図１２のクラブ・ヘッド構造１２００（図１０Ｂおよび図１０Ｃに示される図のような
トウおよびヒールの図を有することがある）は、周辺部ウェイト１００６の空洞１００８
の内部に３つの接続ポイント１００２を含む。しかしながら、この図示の例では、３つの
接続ポイント１００２は三角形パターンで配置され、特に接続ポイント１００２によって
画定された周辺部１２０２ａ内の区域１２０２において、フェース支持の増加した（およ
び圧縮率のより低い）区域１２０２ｃを画定してよい。しかしながら、図１２に示すよう
に、より低い圧縮率の区域１２０２ｃは、周辺部１２０２ａのやや外部に延びてよい。必
要に応じて、図１２に示すように、接続ポイント１００２は、クラブ・ヘッド１２００の
重心が、支持の増加した区域１２０２ａ内および／もしくは内側区域１２０２内に位置さ
れ、ならびに／または、後方におよび打球フェース部材１０１０に垂直に延び、クラブ・
ヘッド１２００の重心Ｇを通過するラインが、支持の増加した区域１２０２ａおよび／も
しくは内側区域１２０２を通過するように、互いに対して配置されてよい。任意選択で、
いくつかの例示的な構造１２００では、クラブ・ヘッド１２００の重心Ｇは、周辺部１２
０２ａ内の支持の増加した区域１２０２の地理的中心に位置されてよく、ならびに／また
は、後方におよび打球フェース部材１０１０に垂直に延び、クラブ・ヘッド１２００の重
心Ｇを通過するラインは、周辺部１２０２ａ内の支持の増加した区域１２０２の地理的中
心を通過する。
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【００８８】
　この例示的なクラブ・ヘッド構造１２００では、ボールを、支持の増加した区域１２０
２ａ（および／または周辺部１２０２ａ内の区域１２０２）に一致して叩くと、ボールの
、支持の増加した区域１２０２ａおよび／または周辺部１２０２ａ内の区域１２０２の外
を叩くよりも、著しく少ない弾性部材１０３０の圧縮が得られる。ボールの、支持の増加
した区域１２０２ａおよび／または周辺部１２０２ａ内の１２０２を叩いた場合、後方ウ
ェイト部材１０２０の運動量によって、弾性部材１０３０が圧縮され、ユーザは、それに
よって、弾性部材１０３０のたわみの周期的な圧縮－圧縮解除から生じるマスダンピング
の結果として、感触の向上を経験する。任意選択で、必要に応じて、図１２の構造１２０
０（ならびに、以下で説明する図１３の構造１３００）は、たとえば、図５～図７の構造
のような、いくつかの隆起したリブ構造と組み合わせて使用されてよい。
【００８９】
　接続ポイント１００２の場所および／または向き（ならびに、したがって、支持の増加
した区域１２０２のサイズ、形状、および向き）は、そのような構造１２００において大
きく変化してよい。いくつかの例では、図１２に示すように、接続ポイント１００２のう
ちの２つが、三角形支持領域１２０２の下部ベース１２０２ａおよび支持の増加した下部
ラインを形成するように向けられてよい。この下部ベース１２０２ａは、クラブ・ヘッド
１２００の打球フェース部材１０１０上の溝ラインと平行に延びるように向けられてよい
。このようにして、ボールの、支持のこの下部ベース１２０２ａの下を叩くと、上記で説
明したように、マスダンピングから利益が得られる。クラブ・ヘッド１２００上での接続
ポイント場所１００２および／または互いに対するそれらの相対的な向きは、アイアンの
セットのコースにわたって変化してもよく、たとえば、任意選択で異なる接続ポイント場
所１００２および／または相対的な向きは、クラブ・ヘッドのロフトに応じてよい。
【００９０】
　支持の増加した、他のタイプの区域を生じるために、他の形状および数の接続ポイント
１００２が設けられてよい。図１３は、４つの接続ポイント１００２が、支持の増加した
／低圧縮率の４面の多角形区域１３０２ｃを形成する例を示す。他の例示的なクラブ・ヘ
ッド構造では、支持の増加した、任意の所望の４面の（または、より多くの面の）多角形
区域が設けられてよい。要件ではないが、必要に応じて、隣接する接続ポイント１００２
を接続し、内側の支持区域１３０２の周辺部１３０２ａを形成するライン・セグメントの
うちの少なくともいくつかは、クラブ・ヘッド１３００の打球フェース上の溝ラインと平
行に延びるように向けられてよい。また、必要に応じて、支持の増加した区域１３０２ａ
および／または周辺部１３０２ａ内の内側区域１３０２は、クラブ・ヘッド１３００の重
心Ｇが支持の増加した区域１３０２内に位置されるように、ならびに／または後方におよ
び打球フェースに垂直に延び、クラブ・ヘッド１３００の重心Ｇを通過するラインが、支
持の増加した区域１３０２および／もしくは周辺部１３０２ａ内の内側区域１３０２を通
過するように、位置されてよい。クラブ・ヘッド１３００上での接続ポイント場所１００
２および／または互いに対するそれらの相対的な向きは、アイアンのセットのコースにわ
たって変化してもよく、たとえば、任意選択で異なる接続ポイント場所１００２、異なる
数の接続ポイント１００２、および／または接続ポイント１００２の相対的な向きは、ク
ラブ・ヘッドのロフトに応じてよい。
【００９１】
　上記で図１０Ａ～図１３において説明したさまざまな例では、接続ポイント１００２は
、フェース部材と後方ウェイト部材との間に低圧縮率区域を形成する別個の要素（または
係合部材）である。これらの図示の例では、各接続ポイント構造１００２は、フェース部
材、後方ウェイト部材、および／または弾性部材のうちの少なくとも１つと一体に形成さ
れたまたはこれに接続された別個の要素として示される。しかしながら、本発明から逸脱
することなく、他の選択肢も可能である。たとえば、必要に応じて、接続ポイント１００
２のための２つ以上の構造は、たとえば材料のストリップまたはウェブによって接続され
た、単一の部品から形成されてよく、このマルチ接続ポイント・部品は、次いで、フェー
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ス部材、後方ウェイト部材、および／または弾性部材のうちの少なくとも１つと係合され
てよい。単一のクラブ・ヘッドは、（ａ）１つまたは複数の個々にまたは一体に形成され
た接続ポイント１００２と、（ｂ）１つまたは複数のマルチ接続ポイント・部品の両方を
含んでよい。
【００９２】
　上述のように、少なくともいくつかの例によれば、弾性部材（たとえば、１３０、８３
０、９３０、１０３０）の材料（たとえば、ポリウレタン（熱可塑性ポリウレタンおよび
熱硬化性ポリウレタンを含む）またはエラストマー）の弾性率および／または硬度は、打
球フェース部材（たとえば、１１０、８１０、９１０、１０１０）の材料、後方ウェイト
部材（たとえば、１２０、４２０、５２０、６２０、７２０、８２０、９２０、１０２０
）の材料、および／または係合部材（たとえば、１１２、２１２、２２２、４１２、５１
２、６１２、７１２、８１２、９１２、１００２）の材料のうちの１つまたは複数の（お
よび任意選択で、それらの各々の）弾性率および／または硬度よりも著しく低い。いくつ
かの例では、係合部材（たとえば、１１２、２１２、２２２、４１２、５１２、６１２、
７１２、８１２、９１２、１００２）の材料の弾性率は、弾性部材（たとえば、１３０、
８３０、９３０、１０３０）の材料の弾性率の少なくとも５００倍である。上記で説明し
た打球フェース部材、後方ウェイト部材、および／または係合部材は、上記で説明したよ
うな（従来からゴルフ・クラブ・ヘッド構造において使用される材料を含む）、金属材料
、金属合金材料、および／またはポリマー材料（たとえば、繊維強化プラスチック）から
作製されてよい。
【００９３】
　これらの弾性率（またはヤング率）に関して、打球フェース部材（たとえば、１１０、
８１０、９１０、１０１０）の材料、後方ウェイト部材（たとえば、１２０、４２０、５
２０、６２０、７２０、８２０、９２０、１０２０）の材料、および／または係合部材（
たとえば、１１２、２１２、２２２、４１２、５１２、６１２、７１２、８１２、９１２
、１００２）の材料は、約１５Ｇｐａから約３００ＧＰａの範囲内の、いくつかの例では
、約６０Ｇｐａから約２２５ＧＰａ、さらには約７０Ｇｐａから約２００Ｇｐａの範囲内
の、ヤング率を有してよい。いくつかのより具体的な例として、６－４チタンは約１１０
ＧＰａのヤング率を有し、１７－４ステンレス鋼は約１９５ＧＰａのヤング率を有し、繊
維強化プラスチック（ＦＲＰ）または他の複合材料は、少なくとも５０ＧＰａのヤング率
を有してよい。一方、弾性部材（たとえば、部材１３０、８３０、９３０、１０３０）材
料（たとえば、ポリウレタン（熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンを含む
）またはエラストマー）は、５０００Ｍｐａ以下の、いくつかの例では、約５００Ｍｐａ
から約５０００Ｍｐａ、さらには約１０００Ｍｐａから約４０００ＭＰａの範囲内の、ヤ
ング率を有してよい。少なくともいくつかの例では、打球フェース部材の材料、後方ウェ
イト部材の材料、および／または係合部材の材料は、弾性部材材料のヤング率よりも少な
くとも２０倍高い、少なくとも５０倍高い、少なくとも１００倍高い、さらには少なくと
も５００ｘ倍高いヤング率を有してよい。他の率および／または他の硬度を有する他の材
料も使用されてよい。
【００９４】
結論
　本発明について、本発明を実行する現在好まれているモードを含む具体的な例に関して
詳細に説明してきたが、当業者ならば、上記で説明されたシステムおよび方法の数多くの
変形形態および置き換えがあることを諒解するであろう。したがって、本発明の趣旨およ
び範囲は、添付の特許請求の範囲に記載されている通り幅広く解釈されるべきである。
　以下の項目は、国際出願時の特許請求の範囲に記載の要素である。
［項目１］
　第１の硬度を有する第１の材料を含む打球フェース部材と、
　第２の硬度を有する第２の材料を含む後方ウェイト部材と、
　第３の硬度を有する第３の材料を含む少なくとも１つの弾性部材と、を備え、
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　前記ウェイト部材は前面を有し、前記フェース部材は後面を有し、
　前記前面および前記後面は、互いに概して対向し、それらの間に空間を有し、
　前記空間内に配置され、前記前面および前記後面のうちの少なくとも１つと接触する少
なくとも１つの係合部材をさらに備え、
　前記少なくとも１つの弾性部材が前記フェース部材および前記後方ウェイト部材よりも
実質的に大きな圧縮率を示すように、前記第３の硬度は、前記第１の硬度および前記第２
の硬度よりも小さく、
　前記少なくとも１つの係合部材は、前記フェース部材と前記ウェイト部材との間で圧縮
率を制限する少なくとも３つの分離された支持領域を前記空間内に画定し、
　前記少なくとも３つの分離された支持領域は、低圧縮率の区域と、前記低圧縮率の区域
よりも大きい圧縮率を有する高圧縮率の区域と、に前記空間を分割し、
　前記弾性部材は、前記ウェイト部材と前記フェース部材との間に配置され、少なくとも
前記高圧縮率の区域内に位置する、
　アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目２］
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記フェース部材に固定的
に接続される、請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目３］
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記ウェイト部材に固定的
に接続される、請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目４］
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記フェース部材と一体に
、前記フェース部材と同じ材料から形成される、請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴ
ルフ・クラブ・ヘッド。
［項目５］
　前記少なくとも１つの係合部材のうちの少なくとも１つは、前記ウェイト部材と一体に
、前記ウェイト部材と同じ材料から形成される、請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴ
ルフ・クラブ・ヘッド。
［項目６］
　前記ウェイト部材は、前記弾性部材内に閉じ込められている、請求項１に記載のアイア
ン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目７］
　前記弾性部材は、前記前面と前記後面の両方と接触する、請求項１に記載のアイアン・
タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目８］
　前記弾性部材は、前記前面と前記後面の両方に取り付けられる、請求項７に記載のアイ
アン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目９］
　前記少なくとも１つの係合部材は、３つの接続ポイント支持部を構成し、
　各接続ポイント支持部は、前記少なくとも３つの分離された支持領域のそれぞれを形成
する、請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１０］
　前記３つの接続ポイント支持部は、直線状に配置される、請求項９に記載のアイアン・
タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１１］
　前記３つの接続ポイント支持部は、三角形状に配置される、請求項９に記載のアイアン
・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１２］
　前記第３の材料の弾性率は、前記第１の材料および前記第２の材料の各々の弾性率より
も小さく、
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　前記第３の材料の前記弾性率は、前記３つの接続ポイント支持部を構成する材料の弾性
率よりも小さい、請求項９に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１３］
　前記少なくとも１つの係合部材は、４つの接続ポイント支持部を構成し、
　前記少なくとも３つの分離された支持領域は、４つの分離された支持領域を構成し、
　各接続ポイント支持部は、前記４つの分離された支持領域のそれぞれを形成する、請求
項１に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１４］
　前記４つの接続ポイント支持部は、多角形状に配置される、請求項１３に記載のアイア
ン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１５］
　前記第３の材料の弾性率は、前記第１の材料および前記第２の材料の各々の弾性率より
も小さく、
　前記第３の材料の前記弾性率は、前記４つの接続ポイント支持部を構成する材料の弾性
率よりも小さい、請求項１３に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１６］
　前記フェース部材上にスコアラインを備え、
　前記少なくとも３つの分離された支持領域は、前記スコアラインと実質的に平行な一直
線上に実質的に配置される、請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッ
ド。
［項目１７］
　前記第３の材料の弾性率は、前記第１の材料および前記第２の材料の各々の弾性率より
も小さく、
　前記第３の材料は、前記少なくとも３つの分離された支持領域よりも圧縮可能である、
請求項１に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１８］
　第１の硬度を有する第１の材料を含む打球フェース部材と、
　第２の硬度を有する第２の材料を含む後方ウェイト部材と、
　第３の硬度を有する第３の材料を含む少なくとも１つの弾性部材と、を備え、
　前記ウェイト部材は前面を有し、前記フェース部材は後面を有し、
　前記前面および前記後面は、互いに概して対向し、それらの間に空間を有し、
　前記空間内に配置され、前記前面および前記後面のうちの少なくとも１つと接触する少
なくとも１つの係合部材をさらに備え、
　前記少なくとも１つの弾性部材が前記フェース部材および前記後方ウェイト部材よりも
実質的に大きな圧縮率を示すように、前記第３の硬度は、前記第１の硬度および前記第２
の硬度よりも小さく、
　前記少なくとも１つの係合部材は、前記フェース部材と前記ウェイト部材との間で圧縮
率を制限する少なくとも２つの分離された支持領域を前記空間内に画定し、
　前記少なくとも２つの分離された支持領域は、低圧縮率の区域と、前記低圧縮率の区域
よりも大きい圧縮率を有する高圧縮率の区域と、に前記空間を分割し、
　前記弾性部材は、前記ウェイト部材と前記フェース部材との間に配置され、少なくとも
前記高圧縮率の区域内に位置する、
　アイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目１９］
　前記少なくとも１つの係合部材は、２つの接続ポイント支持部を構成し、
　各接続ポイント支持部は、前記少なくとも２つの分離された支持領域のそれぞれの支持
領域を形成する、請求項１８に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目２０］
　前記第３の材料の弾性率は、前記第１の材料および前記第２の材料の各々の弾性率より
も小さく、
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　前記第３の材料の前記弾性率は、前記２つの接続ポイント支持部を構成する材料の弾性
率よりも小さい、請求項１９に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目２１］
　前記フェース部材上にスコアラインを備え、
　前記少なくとも２つの分離された支持領域は、前記スコアラインと実質的に平行な線に
沿って配置される、請求項１８に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
［項目２２］
　前記第３の材料の弾性率は、前記第１の材料および前記第２の材料の各々の弾性率より
も小さく、
　前記第３の材料は、前記少なくとも２つの分離された支持領域よりも圧縮可能である、
請求項１８に記載のアイアン・タイプ・ゴルフ・クラブ・ヘッド。
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